
魚住まちづくり協議会　第Ⅱ期（H30年度～H32年度）実行計画 （H30年度）

　■ビジョン/スローガン

    ビジョン：人と人が交流し、人と自然が共生する　いつまでも安心して住み続けたいまち

   スローガン：自分の意志で、自分のできる形で、気軽に楽しく参加し、次世代に引き継げる新しい魚住を！

　■３ヶ年方針（H30年～H32年）～事業計画

①全体の重点ポイント

②校区自主防災

　　及び防災訓練の実施 　　防災だより等の発行による広報啓発活動の推進
　    も防災】

2　【命を守る自助・共助の (2)　いざの時に支えあう取組 ○　自治会との連携強化及び ○　出前防災講座の展開及び関係機関・団体
　    の推進 　　要支援者対策の強化 　　との連携

○　挨拶、声かけ、訪問運動の積極的な実施

(3)　防災組織体制の整備 ○　組織・連絡体制の再構築 ○　校区防災計画の策定
　　・備蓄品の保管管理 ○　校区備蓄の整備拡充

校区防
災対策
本部

基本方針 ３ヶ年の重点ポイント 施策 30年度実施事業計画

(1)　防災意識の向上を図る
1　【みんなで防災・いつで

　    まちづくり】

○　連絡網の整備　　・防災に強いまちづくり

○　防災関係情報の普及啓発 ○　防災センター、Eディフェンス等の見学や

○　各種行事と連携した防災訓練の実施

●まち協のさらなる認知度アップを目指す

●多世代交流（内、外の連携強化により）から

新たな繋がり、活動の拡がりを

●自律（自分で方向決めをする）で自立のまちづくり

●コミセン一括管理の確立（まち協がコミセン業務も担う）

30年度実施事業計画

●10/13（予14）うおずみ祭り＆敬老会

●1/12（予13）左義長

・住民参加のまち協ブランディング

・自治会、PTAなどへの積極的な出前アピール

・「みんなdeごはん」の月一開催・・・部会連携で

・あいさつ、声かけ運動の推進
・自己資金確保のための新しい仕組み作り

事業）

行事）



③４部会

・世代を超えて声かけあう
　健康で明るいまちづくり

・ふるさとの貴重な自然を ・四季ごとに変わる金ケ崎公園 ・親子自然体験ｉｎ金ヶ崎公園（春5/13、夏7/29、

　体感しながら守り続ける。 　を体感できる事業を進める。 　冬2/17　　３回開催）

・金ケ崎公園の自然環境の ・エコウイングあかし主催の金ケ崎公園の自然観察、

・ふるさとの歴史・文化を 　保全に取り組む。 　里山整備に継続参加（里山ジュニアくらぶ）　　　　　　

　知り、伝えることで自分の ・魚住小学校区の歴史・文化を ・校区の高年クラブと連携して身近な歴史を地域の

　まちに誇りを持つ。 　掘り起こし、地域住民と 　お年寄りから聞き取り調査し、記録に残す。

　共有する。 ・地域の史跡のアピール（看板、会議室に展示など）

健康
福祉

３ヶ年の重点ポイント 施策基本方針

安全

子ども

自然
環境
歴史

30年度実施事業計画

みんながつながり

支え合い、幸せを

感じるまちづくり

子どもの声が聞こえ

安心して学び遊べる

まちづくり

自然・歴史を知り、

守り伝え、

環境問題にも積極的に

取り組むまちづくり

安全安心を

肌で感じられる

まちづくり

・子どもは地域の宝

・地域ぐるみで、心豊かで

ふるさとに愛着を持てる

子育てを進める。

・安心して子育てできる

環境づくり

（子どもの居場所づくり）

・サポート体制の強化

・「みんなでお勉強」の継続実施

1年から６年まで

明石清水高校・人環と連携しながら

・「里山ジュニアくらぶ」毎月１回

自然の中で学び、遊ぶ

（自然・環境部会と共同で

・安全安心の環境作り

・地域のみんなで活動

・広報啓発活動

・学校園、通学路の安全

・みんなで見守り

・防犯対策

・広報紙の発行（ex.安全だより）

・あいさつ運動の実施

・SG活動実施、通学路、公園など点検

・誰でも参加できる「見守り」を創る

⇒タウンガード

・青パトの活用

・健康寿命をのばす取組み

・地域住民のつながりを

広める活動

・体操拠点のPRおよび体操拠点設置啓発運動

・きずなサロンの継続＆内容の充実

・あいさつ、声かけ運動の推進

・自治会、福祉施設、民生との連携


